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大名町教会年間テーマ :

すべての人にキリス トの光であ りなさい

Be the light of Christ to everyone
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詳細はこちら↓
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2日 (水)主の奉献 (祝日)
5日 (土)日 本26聖人殉教者 (祝日)
6日 (日 )年間第5主 日
13日 (日 )年間第6主 日

20日 (日 )年間第7主 日

27日 (日 )年間第8主 日 (四旬節直前の年間主日)日
↑相談等ジョン神父まで

～ 鍾掌堂i麗 辱筆蝠:こ向‡すで ～
今年 2022年 、私にとっては、日本生活 5年目になる年です。ちょうどビザが切れそう
だったので、もっと日本に長 くいるために先週 ビザの延長申請をしました。

丸 4年間日本で過ごして、どうだったのか ?さ まざまな難 しさがありました。特に漢字に関
しては、今になってもまだ難 しいです。たぶん 10年後 ぐらいになってやっとわかることがで
きるのではないかと思います。

でもやはりこう言いたいです。「日本に来てよかった。」何よりも、大名町共同体をはじ

め、心の優 しい方々に沢山出会い、支えられているからです。

ビザの延長がうまくできましたので、今後 ともまたよろしくお願いします。

マルチェリーノ ジョン 神父
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キリス ト教入門講座

・指導司祭 :ジョン紳父
・日時 I毎週木曜日(Web配信)

午前10時 &午後7時
自宅でどなたでも参加可能 :

聖書の分かち合い

・指導司祭 :ジ ョン神父
。日時 :毎週木曜日 14時

・場所 :大名町教会 lF講堂

キリス ト教
入門講座

福岡教区年間テーマ :と もに歩み 支えあっていく共同体
鯰

ゆるしの秘跡 :通常、毎週土曜日の午前申。それ以外にも希望される方は司祭にご相談ください。

-1-



成人を迎えられた竹原桃美さん(中央 )

と竹原さんのご家族

成人式ミサを捧げた司祭・侍者

大きな神様の家族です

大名町教会で成人を迎

えられたことに感謝いた

します。温かい心で出迎

えてくださった皆様、あ

りがとうございます。大

名町教会には、20年間お

世話になりました。

この20年間大名町教会では沢山の刺激、自分の

行動や考えを改めるチャンスを何度もいただき、

助けてもらった場所だと思っています。ここで知

り合った友人、信者の皆様、神父様はわた しの家

族だと思っています。 5月 からは、自分の夢に向

かって地元の福岡を離れ埼玉に上京 します。忙 し

くなり、教会に足を運ぶことが減るかもしれませ

んが、神様と会話することを忘れず教会に少しでも

足を運べるといいなと思っています。

そ して、20年間沢山迷惑をかけてきたのにも関

わらず今でも愛 し立派な大人になれるよう見守っ

てくれている両親、本当にありがとうございます。

これからも沢山迷惑をかけると思いますが、 しっ
かり親孝行、恩返 しができるように、立派な大

人、女性になりたいと思います !そ のためにも皆

様、私の為にお祈 りしていただけると幸いです。

私も皆様がいつも笑顔で健康であることをお祈 り

しています。

改めまして、この度は生まれ育った大名町教会

で成人を迎えられ嬉 しく思っています。本当にあ

りがとうございました !

マリア・カタリナ 竹原桃美
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説教の中で、ジョン神父は「信者の先輩と

して、3人の子供たちの成長を見守っていき

ましょう。」と呼びかけた。

これからも神様の愛の中で、豊かに育まれ

ていくことができますように。

♪ ありがとう神様 信仰のお恵みをありがとう神様信仰の喜びを ♪
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― 餃馨曰瘍司教霙習量振り返って ～
先月まで約10ヶ 月の間、司牧実習で大変お世話になり、ありがとうございました。

大名町教会で自分に何ができるだろうかという不安の中で始まった今年度の実習です

が、いつもたくさんの方々から声をかけていただき、また皆様からのたくさんのお祈

りに支えられながら実習に励むことができ、いつ しか毎週大名町教会に来ることが楽

しみになっていました。終わってみると本当にあっという間の司牧実習でした。

大名町教会での実習を通 して得られた多くの)(量を、今歩んでいる召命の活力とし、

よリー層人間的にも霊的にも成長 していければと思います。これからも様々な形で見

守ってくださると嬉 しいです。

1_1

: i

イグナチオ・ロヨラ 吉浦 勲

1月 16日 の午後、田中神父様を講師にお迎えしてろうそく作りを体験しまし

た。短くなったろうそくや手入れのたびに出るろうそくの削りかすを湯煎にかけ

て煮溶かし、芯をセットした型に流し込んでいきます。冷えると少し陥没してし

まうので、またろうを溶かして注ぐという作業を何度か繰り返して、真っ白で美

しいロウソクの完成 !短 くなってもう使えないと思っていた回ウソクが立派なも

のに蘇りました。

神父様の懇切丁寧でわかりやすいご指導のもと、

みんなで協力しながらの作業も楽 しいものでした。

これからもカテ ドラルの光を大切に輝かせていける

ようロウソク作りに励んでいきたいと思います。

マルガリータ 。マリア 鈴木 尚美

【洗礼】 おめでとう

マリア・ミカエラ 田村 心乃 (5歳 )
テレジア     田村 雪乃 (3歳 )
ヨゼフ      麻生 智 (6ヶ 月)
【結婚】 Happy Wedding i嵐

ラファエル    鈴木 達也
秦野 涼佳

竹下 祥平
テレジア 三輪 祥奈

【り尋ヌ:】  主よ永遠の安息をお与えください
ペトロ      '甫 本 平八郎 (81歳 )
アウグスチノ   小日 禎一 (93歳 )
ぺ卜口      松永 幸喜 (80歳 )

マリア
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★ 1月の宣教司数詳議会 ☆
【検討事項】

1.スープの会活動について
→コロナウイルスの変異株による感染拡大により、大名町教会による活動は中止。

美野島司牧センターにておにぎりの会を支援する。

野宿者、生活困窮者のための「路上脱出ガイド」の詳細について全信徒に説明あり。

受付に設置予定。自由にお取りください。

2.美野島司牧センターヘの募金活動について
→今後も定期的に募金活動を実施する。

3.エ ンブリオ基金について

→一定期間経過により、基金箱を回収 した。

今後は女性の会によるいのちを守る運動基金を検討する。

4.ク リスマス特別献金の使途について
→56万 円の献金あり。美野島司牧センター20万円、フィリピン台風被害支援20万 円を送金。

残 りは大名町教会営繕費用に積み立てる。

5.ク リスマス振り返り
→事前の案内もあり、混雑、 トラブルなし。25日 の日中ミサは高齢者の参加が多かった。
6.ラ イブ配信時の使用ケーブルについて

→安全、安心のためケーブルを設置する。

7.講堂の机の購入について
→老朽化、破損による使用台数の減少のため、椅子とあわせて購入の見積もりを取る。

8.キ リス ト教講座について
→4月 23日 より毎週土曜日実施予定。

【報告事項】

1.大聖堂の空調工事について
→大成温調へ依頼、9月 10月 に着工予定。

2.鐘楼について
→大中小の3つ の鐘、中が故障、早急に修繕予定。

3.ロ ビー絵画について

→フランシスコ教皇来日記念に教区信徒より寄贈された絵の説明書、プレー トを設置する。

～ 蠅ζこ宣が隠されてし・,5 ～
♪ 大地の恵み 労働の実り ♪

数年間、放置された畑をお借りした。草や石を取り除き、土を起こす。冬眠の時、竹や ドクダミ、シダの

根っこが土深く息づいていた。起こしては取り除く。何度も何度も掘り起こす。わが先祖たちが安住の地を

求め、貧しさの中、山林を開き、開墾、田畑を耕し、その移住の地に教会を献堂。汗と涙、そして血の結晶、

土砂崩れにより二人の命を捧げたキリシタンたちの信仰を思う時、この地下に生きる様々ないのちの根を現

代の私たちキリス ト者の信仰に重ね思い巡らす。耕 しても耕 しても出てくる根。そして耕すほどに恵み豊か

な実りを与えてくださる神に感謝する強い信仰を持ちたいものだと思う。収穫を得るには少しの時が必要で

あろう。この大地は神様が無償で与えてくださったもの。そして陽の光、

'間

す雨、そこに労働が重なり合っ

て初めて豊かな実りを味わうことができるのでしょうか ?汗を流し、大地の不純物を取り除き、無心になる
時、日に見える、見えない命が輝く。それは日々の生活の中で、御言葉を分かち合うことでしょうか?春に
は命の種を蒔く。私たち一人ひとりに与えられた畑から、信仰に支えられた労働や学びを通して、豊かな命

の糧をいただくことができますように。きっとそこに宝物が。

信徒会長  F・ ザベ リオ 濱崎 公夫
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